




日本学生支援機構(2019)に おける 「平成30年 度外国人留学生在i籍状況調査」によ
ると、日本語教育機関に在籍する留学生数は90,079名 であり、前年度に比べて14.5%
増加 した。その うち、中国人留学生数は28,511名 で全体の31.7%を 占め、ベ トナム(全
体の33.6%)に 次いで2番 目に多い。また、「平成27年 度私費外国人留学生生活実態
調査」のデータによると、在 日私費留学生の主な収入源は 「アルバイ ト」と 「仕送 り」
であり、私費留学生の74.8%が アルバイ トに従事 している(日本学生支援機構,2016)。
アルバイ トに従事する目的として最も多いのが 「日本での生活を維持するために必要
だか ら」(71.1%)で あり、次いで、「日本人との交流等良い機会になるから」(21.5%)、





触できる日本人は、 日本語教師や 日本人職員に限られてお り、同年代の日本人学生と
の交流はほとんど行われない。そのため、日本語学校生にとってアルバイ ト先は 日本
社会や 日本人 と接触 し交流する重要な場所の1つ であると言える。しか し、「アルバイ
ト先の 日本人 との接触はその場だけの雑談程度の接触であり、それ より親密な接触は
なく」(加賀美,1994)、日本語学校生がアルバイ ト先において否定的な体験をしてお り、
日本人に対 してネガティブな感情を抱いていることが以前より指摘 されている。例え
ば、莫(1992)は 、親 日家であった中国人 日本語学校生1)がアルバイ ト先の店長から
受けた差別によって、嫌 日家になってしまった事例を紹介 している。また、中国人日
本語学校生 と日本人 との接触において、日本語学校の中では潮rl的 な対応をされるこ
とはないが、アルバイ ト探 しやアルバイ ト先での待遇面で被差別的な体験を持ってい
る(山 田,2010)と 指摘されている。さらに、加賀美(1994)は 、中国人 日本語学校生
の異文化接触における不満の決定因は、アルバイ ト先に由来するとしてお り、中国人
日本語学校生はアルバイ ト先での処遇や 日本人の態度が潮IJ的 であるという不満が最
も多いとしている。黄(2010)は 、中国人 日本語学校生がアルバイ ト先で抱 く被潮IJ
感の内容について半構造化インタビューを行い、KJ法(川 喜田,1967)を 援用 して分





類 ・整理 した。そこでは、中国人 日本語学校生はアルバイ ト先において日本人の上司
から差別を受けた と思 うことが最も多く、特に、「中国人または外国人 とい う理由で、
アルバイ トを拒否された」ことに対 して被潮IJ感 を抱くことが多いと述べ られている。
このように、多 くの私費留学生がアルバイ トに従事 しているが、アルバイ ト先の出来






であり、アルバイ トを日本語学習に有効な学習 リソースの1つ であると捉 えている(小
島,2003)。 飯塚(2005)は 、中国人 日本語学校生の動機づけの要因において、アルバ
イ ト先で 日本人に関することで嫌な体験をしているにもかかわ らず、それを否定的に
捉えるのではなく、む しろ肯定的に考え 「日本語のや る気」にっなげていたことを述





国人女子私費留学生を対象に、アルバイ トに従事する目的とアルバイ トを通 して得た
と認識する肯定感について半構造化インタビュー調査を行い、詳細に検討 した。イン
タビューデータについて、KJ法 を援用 して分析を行い、中国人女子私費留学生はアル
バイ トを通 して、「自己認識」「日本社会 ・日本人への認識」「生活手段」などを獲得 し
たと認識 していると述べている。また、アルバイ トの目的とアルバイ トの肯定感の関
連について検討 し、アルバイ トの 目的が 「自己満足」などの内発的動機づけの場合、




異なることが推測できる。これまでに、日本語学校生がアルバイ トに従事 した 目的や
アルバイ トを通 して得たと認識する肯定感などについて詳細に検討 した先行研究は見
当た らない。
さらに、留学生にとってアルバイ トの経験は、学業に励みながら旅費や学習にかか
る費用を賄 うと同時に、その地域の労働市場を知 り、新たなネッ トワークを形成する
機会になる(志 甫2015)。OECD(2014)の 調査では、在学期間中のアルバイ トの経





アルバイ トの 目的と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定感 に及ぼす影響
学生を対象にした閻 ・堀内(2017)の 調査においても、アルバイ ト活動は社会化を促
す有益な活動であり、留学後の就職を考える良い機会になることが指摘 されている。
例えば、黄(2018)は 、大学 ・大学院に在i籍している中国人男子私費留学生を対象に、
アルバイ ト経験 と将来のキャリア意識について調査を行い、将来 日本で「起業」「就職」
など、 日本 との関わ りを持ち続けようと考えている場 合は、アルバイ トの経験が将来
のキャリアに影響を及ぼす と考えているが、「帰国して就職」など、日本 との関わ りを
持 とうとは考えていない場合は、アルバイ トの経験をあまりポジティブに捉えない傾
向があることを明 らかにしている。 日本語学校生の場合、日本語学校を修了後 日本の
大学や大学院、専門学校などの高等教育機関に進学す る場合が最も多く(日 本語教育
振興協会,2018)、 高等教育機関に在籍する留学生は、日本の大学や大学院などで学業





アルバイ ト先で様々な年齢層や価値観を持っている日本人 と交流す ることを通 して、
日本人の労働価値観や職務スタイルなどについて学ぶことができると考えられる。ま
た、アルバイ トに従事する目的や将来のキャリア意識によってアルバイ トの経験に対
する捉 え方が異なることが推測される。そこで、本研究では、 日本語学校に通 う中国
人私費留学生(以 下、中国人 日本語学校生)に 焦点を当て、アルバイ トに従事 した目
的(以 下、アルバイ トの目的)と アルバイ トを通 して自分 自身が得たと認識する肯定
感(以 下、アルバイ トの肯定感)、及び将来のキャリア意識について質問紙調査を行い、
それ らの関連を明 らかにし、中国人 日本語学校生の 日本における生活や進路について
の相談 ・指導の際に有効なデータを提供することを目的とす る。研究課題は次の4点 で
ある。
研究課題1:中 国人 日本語学校生のアルバイ トの目的はどのようなものか
研究課題2:中 国人 日本語学校生のアルバイ トの肯定感はどのようなものか
研究課題3:中 国人 日本語学校生の将来のキャリア意識はどのようなものか




2017年12.月 ～2018年2.月 にかけて、中国人 日本語学校生を対象に、中国語版の質
問紙を配布 し回収 した。中国人 日本語学校生114名 から回答が得られた。その うち、
回答に著 しく不備があったものを分析対象から除いた結果、104名 からの回答(有 効
回答率91.2%)が 有効であった。本研究では、有効回答の中で、来 日後アルバイ トの
3
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経 験 の あ る68名 の デ ー タ を 分 析 対 象 と した(表1)。
分 析 対 象 者 の 内 訳 に っ い て は 、 男 卜生31名(45.6%)、 女 卜生37名(54.4%)で あ り、
年 齢 は10代13名(19.1%)、20代55名(80.9%)、 平 均 年 齢22.3歳 で あ っ た 。 ま た 、
来 日前 の 学 歴 に つ い て は 、 大 学 卒 業31名(45.6%)、 高 校 卒 業25名(36.8%)、 大 学 在
学 中2名(2.9%)、 そ の 他3名(4.4%)、 不 明7名(10.3%)で あ っ た 。 さ らに 、 日本
語 能 力 に 関 し て は 、日本 語 能 力 検 定 試 験N1合 格 者 が31名(45.6%)、N2が20名(29.4%)、
N3が3名(4.4%)、N5が2名(2.9%)、 そ の 他 が2名(2.9%)、 不 明 が10名(14.7%)
で あ っ た 。 岩 男 ・萩 原(1988)に よ る 日本 語 能 力 の 自 己 評 定3)に っ い て は 、 満 点13点
中 、6点2名(2.9%)、7点2名(2.9%)、8点1名(1.5%)、9点5名(7.4%)、10点6
名(8.8%)、ll点5名(7.4%)、12点18名(26.5%)、13点21名(30.9%)、 不 明8名
(11.8%)、 平 均11.4点 で あ っ た 。
表1分 析対象者の属性
性別 男 性31名(45.6%)、 女 性37名(54.4%)
年齢 10代13名(19」%)、20代55名(80.9%)
来日前の学歴
大 学 卒 業31名(45.6%)、 高 校 卒 業25名(36.8%)、 大 学 在 学 中2名(2.9%)、
そ の他3名(4.4%)、 不 明7名(10.3%)
日本語能力試験
Nl合 格31名(45.6%)、N2合 格20名(29.4%)、N3合 格3名(4.4%)、






2.2質 問紙の構 成 と分析方法
質問紙 はアルバイ トの 目的、アルバ イ トの肯定感 、及び将来のキャ リア意識 を問 う
項 目と属性 を問 う項 目か ら構成 され る。アルバイ トの 目的については、黄(2015;2018)
のイ ンタビューデー タや 日本学生支援機構(2016)の デ ータを参考に17項 目を作成 し
た。質問紙では、アルバイ トの 目的 について項 目を示 し、「来 日後、あなたはなぜ アル
バイ トに従事 しま したか。 それぞれの文 を読んで、あなたの考 えに最 も当てはま るも
のを1っ 選 んで、○で囲んで くだ さい」 と指示 した。 また、アルバ イ トの肯定感 にっ
いては、黄(2015;2018)の イ ンタビューデー タを参考 に45項 目を作成 した。質問紙
では 「アルバイ トを通 して得た もの として、あなたの考 えに最 も当てはまるものを1
つ選んで、○で囲んで くだ さい」 とい う質 問文 に続き項 目を提示 した。 さらに、将来
のキャ リア について の意識 に関 して は、加 賀美(2008)と 岡村(2013)を 参 考に12
項 目を作成 した。質問紙では、「あなたが将来 したい仕事 にっいて、あなたの考 えに最
3日本 語能 力 の 自己評 定は
、 「聞 く」、 「話す 」、 「読 む」、 「書 く」の各領 域 にわた り難 易度 の異 な る13
項 目を設 定 し、そ の うち 日本語 で行 うことが でき る とい う回答(正 回答)の 数 を留学 生 の 日本語能 力
の指標 と してい る。 これ らの項 目はガ ッ トマ ン尺 度 を構成 してお り、そ の再 現性係 数 は.94と い う高
い数 値 を示 す こ とが確 かめ られ てい る。
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アルバイ トの 目的と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定感 に及ぼす影響
も当てはまるものを1つ 選んで、○で囲んでください」 とい う質問文に続き項 目を示
した。なお、アルバイ トの目的、アルバイ トの肯定感、及び将来のキャリア意識のそ
れぞれの項 目に対 して 「まったく当てはまらない(1点)」 か ら 「非常に当てはまる(5
点)」の5段 階評定で回答を求めた。属性に関しては、来 日前の学歴や 日本語能力など
についての項 目を設定 した。質問紙は 日本語で作成 し、その後中国語に翻訳 した。翻
訳文の正確1生を客観的に検証するためにバ ック トランスレーション法を用い、予備調
査でその適切 さが確かめられた。











第1因 子は 「学外の日本人と交流するため」「アルバイ トをして初めて日本社会 との
接点が得 られるか ら」などの4項 目からなり、『日本社会 ・日本人との交流』(α=.857)
と命名 した。第II因 子は 「家族の負担を軽減す るため」「生活費を得るため」などの3
項 目か らな り、『経済的理由』(α=.871)と 命名 した。第皿因子は 「アルバイ トの内容
が将来の仕事に役に立っと思ったから」「アルバイ トの内容 と趣味が合致 しているから」
の2項 目からなり、『心理的満足』(α=.555)と 命名 した。第IV因 子は 「友だちに誘わ
表2ア ルバイ トの目的の因子分析結果
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と命名 した。また、各項 目の回答は5段 階評定で求めたため、各因子の平均値が3を
超えると、アルバイ トに従事 した 目的として 「当てはまる」 と回答 した中国人 日本語
学校生が多いことを表す。各因子の平均値において、『日本社会 ・日本人との交流』
(M←3.603,SD=0.935)が 最 も高かった。 さらに、下位項 目において、平均値が最 も高
いのは、『日本社会 ・日本人との交流』の項 目の 「アルバイ トをして初めて 日本社会 と
の接点が得 られるか ら」(M←3.926,SD=1.027)で あり、次いで、「アルバイ トをするこ
とで 日本語能力が伸びると思ったか ら」(M」3.912,SD=1.061)で あった。以上の結果
から、多くの中国人 日本語学校生は 日本社会 との接触や 日本人 との交流を求めアルバ
イ トに従事 してお り、アルバイ トを通 して日本語力を上達 させようとしている様子が
窺えた。
ここ数年、中国の経済発展に伴い、 日本での生活費や学費は親からの 「仕送 り」で
賄 う中国人学生が増 えている。本研究においても、『経済的理由』は 『日本社会 ・日本
人 との交流』より因子の平均値が低く、本研究の中国人 日本語学校生は 「生活費を得
るため」などの経済的理由に比べて、「学外の 日本人 と交流するため」などの 日本社会
や学外の 日本人 と交流するためにアルバイ トに従事す る傾向が強いことがわかった。
本研究の対象者である中国人 日本語学校生は、「アルバイ トをすることで日本語能力が
伸びる」と思ってお り、アルバイ ト先の日本人 との交流を通 して、教科書では学べな
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第V因r一 ネ ッ トワー クの構 築(a=.869)
学外 の友だ ちがで きた


































アルバイ トの 目的と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定感 に及ぼす影響
第1因 子は 「日本人の勤勉な仕事態度について学ぶことができた」「日本人の真面目
な仕事態度にっいて学ぶことができた」などの3項 目からな り、『日本人の職務態度へ
の学び』(oc=.883)と 命名 した。第H因 子は 「アルバイ トで学んだものを将来の仕事先
で活かせると思 う」「アルバイ トの経験は将来の仕事に役に立つと思 う」などの3項
目か らな り、『将来のキャリアへの認識』(α=.810)と 命名 した。第皿因子は 「日本語
が上達 した」「日本語の敬語が上達 した」などの3項 目か らな り、『日本語能力の向上』
(α=.765)と命名 した。第IV因 子は 「生活費が得 られた」「経済的負担が少なくなった」
の2項 目からなり、『金銭の獲得』(α=.856)と 命名 した。第V因 子は 「学外の友だち
ができた」「ネ ットワークが広がった」の2項 目からな り、『ネ ッ トワークの構築』
(α=.869)と命名 した。第VI因 子は 「専門知識の勉強に一生懸命取 り組むようになっ
た」「将来の仕事のために勉強に励むようになった」の2項 目か らな り、『学業へのポ
ジティブな姿勢の獲得』(α=.721)と 命名 した。また、アルバイ トの目的と同様に、各
項 目の回答は5段 階評定で求めたため、因子の平均値が3を 超えると、アルバイ トを
通 して得たと認識する肯定感 として 「当てはまる」と回答 した中国人日本語学校生が
多いと考えられる。各因子の平均値において、すべての因子の平均値が3を 超えてお
り、最も高いのは 『日本語能力の向上』(M←3.779,SD=O.824)で あった。さらに、下
位項 目において、平均値が最も高いのは、『日本語能力の向上』の項目の 「アルバイ ト
先で使 う日本語が学べた」(M14.147,SD=0.815)で あった。つま り、多 くの中国人日




子が窺える。中国人 日本語学校生の多くは 「アルバイ トをすることで日本語能力が伸





第1因 子は 「日本で起業 したい」「中国で起業 したい」の2項 目からなり、『起業志
向』(α=.661)と 命名 した。第II因子は 「中国 と日本以外の第三国の大学院に進学 し
たい」」「中国と日本以外の第三国で就職 したい」の2項 目か らな り、『第三国志向』(α
=.668)と 命名 した。第皿因子は 「将来の仕事についてまだ決められない」 「将来の見
通 しを持っていないため、将来の仕事が漠然 としている」の2項 目からな り、『将来不
透明性』(α=.604)と 命名 した。第IV因子は 「中国で日本企業に就職 したい」「日本で
中国と事業関連のある会社に就職 したい」の2項 目か らな り、『日中関連企業への就職
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と命名 した。また、アルバイ トの 目的やアルバイ トの肯定感 と同様に、各項 目の回答
は5段 階評定で求めたため、因子の平均値が3を 超えると、将来のキャリア意識 とし
て 「当てはまる」 と回答 した中国人 日本語学校生が多いと考えられ る。各因子の平均
値において、最も高いのは 『日中関連企業への就職志向』(M13.103,SD=O.979)で あ
った。さらに、下位項目において、平均値が最も高いのは、『日本での就職志向』の項
目の 「日本で とりあえず就職 したい」(ML3.618,Sbl.107)で あり、次いで、『日中関







3.4ア ルバイ トの目的と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定感に及ぼす影響
中国人 日本語学校生のアルバイ トの目的 と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定
感に及ぼす影響を調べるために、アルバイ トの目的と将来のキャリア意識を独立変数、
アルバイ トの肯定感 を従属変数 とする、ステ ップワイズ法による重回帰分析を行った
(表5)。 表中の数字は標準偏回帰係数(β)で あり、R2は 決定係数である。
まず、アルバイ トの肯定感の 『日本人の職務態度への学び』には、アルバイ トの目
的の 『日本社会 ・日本人との交流』『心理的満足』が正の影響を及ぼしていた。つま り、
日本社会や 日本人 と交流することやアルバイ トの内容が将来の仕事に役に立つと思っ
てアルバイ トに従事する場 合、アルバイ トを通 して 日本人の勤勉な仕事態度について
学んだことを肯定的に捉えることを意味する。 「学外の日本人と交流するため」「アル
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バイ トをして初めて 日本社会 との接点が得 られるから」など、 日本社会での体験を目
的 とする場 合、勉学志向が比較的強く(岩 田,2005)、また、「アルバイ トの内容と趣味
が合致するから」など、内発的動機づけを持つほど肯定的な結果 と関連する(Ryan,Deci
&Grolnick,1995)た め、アルバイ ト先では日本人から学ぶことが多いと認識 し、 日本
人の勤勉で真面 目な仕事態度を肯定的に捉えているのではないだろうか。
次に、アルバイ トの肯定感の 『将来のキャリアへの認識』には、アルバイ トの 目的
の 『心理的満足』が正の影響、将来のキャリア意識の 『起業志向』が負の影響、『日本
での就職志向』が正の影響を及ぼしていた。これは、アルバイ トの内容が将来の仕事




が高く(諦 ・渡邊 ・今野,2009;加 藤 ・伊藤 ・石橋 ・小石,2002)、 現在従事 しているア
ルバイ トに満足 していると考えられる。また、将来、日本で企業等に就職することを
希望する場 合、アルバイ トを通 して学んだことを将来の日本でのキャリアに結びつけ
て考えることが容易になると思われる。
また、アルバイ トの肯定感の 『日本語能力の向上』には、アルバイ トの目的の 『日
本社会 ・日本人 との交流』が正の影響、将来のキャリア意識の 『日中関連企業への就
職志向』『日本での就職志向』が正の影響を与えていた。っまり、日本社会や 日本人 と
交流するためにアルバイ トに従事 し、将来、日本企業や中国と事業関連のある企業に
就職することを希望する場合、アルバイ トを通 して 日本語能力が向上したと認識 して
いると捉えられる。「アルバイ トは日本語を実際に使用できる重要な学習 リソース」(小
島,2003)で あり、アルバイ ト先で日本人と交流する際に、学校で学んだ日本語を使用
でき、また、日本人から 「生の 日本語」を教えてもらえるため、 日本語能力の向上を
実感 していると考えられる。 さらに、将来、中国や 日本 と事業の関連がある企業や 日
本で就職する場合、職務に必要な日本語力が求められ るため、アルバイ トを通 して日
本語能力が向上 したことを肯定的に捉えていると推測できる。
さらに、アルバイ トの肯定感の 『金銭の獲得』には、アルバイ トの目的の 『日本社
9
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会 ・日本人 との交流』『経済的理由』が正の影響、将来のキャリア意識の 『起業志向』
が負の影響を与えていた。これは、アルバイ トを通 して生活費を得て、家族の負担を
軽減することや 日本社会、日本人と交流することを目的とし、将来、起業することを
考えていない場 合、アルバイ トを通して 「生活費が得 られた」などの金銭面の収入を
肯定的に捉えることを意味する。経済的理由などの外発的動機づけを持ってアルバイ
トに従事する場合、アルバイ トを通 して報酬が得られたことを肯定的に捉えていると
考えられる。また、将来、中国や 日本で起業 したいと考えている場 合、自己資金が必
要であるが、アルバイ トを通 して得た収入では起業できるだけの資金が得 られないと
考えるため、「経済的負担が少なくなった」など、生活に必要な金銭を得た とい う肯定
感に留まっているのではないだろうか。
アルバイ トの肯定感の 『ネ ットワークの構築』には、アルバイ トの目的の 『心理的
満足』が正の影響を与えていた。これは、アルバイ トの内容が 自分 自身の趣味と合致
すると認識 してアルバイ トに従事 している場合、アルバイ トを通 して人間関係が構築
されたことを肯定的に捉えることを意味する。「アルバイ トの内容が趣味と合致するか
ら」などの内発的動機づけを持ってアルバイ トに従事する場合、職務内容や対人関係
における職務満足感が高い(加 藤 ・伊藤 ・石橋 ・小石,2002)た め、アルバイ ト先で構
築されたネ ットワークを肯定的に捉 えていると考えられる。また、 日本語学校では日
本人教師や 日本人職員以外の日本人との接触や交流がほとん どないため、中国人 日本




イ トの目的の 『消極的理由』が負の影響、将来のキャリア意識の 『日本での就職志向』
が正の影響を及ぼ していた。っま り、アルバイ トに積極的に関わ り、将来、 日本で就
職することを希望 している場合、アルバイ トを通 して 「将来の仕事のために勉強に励
むようになった」 と肯定的に捉えていた。アルバイ トに対する積極的な態度が学業に




本研究では、中国人 日本語学校生を対象にアルバイ トに従事 した目的とアルバイ ト
を通 して自分 自身が得たと認識する肯定感、及び将来のキャリア意識について調査を
行った。また、アルバイ トの目的と将来のキャリア意識がアルバイ トの肯定感 に及ぼ
す影響について明 らかにした。ここでは、まず、因子分析の結果についてまとめ、次
に、重回帰分析の結果を中心に総合的考察を行 う。
まず、因子分析の結果についてまとめる。中国人 日本語学校生のアルバイ トの 目的
として、『日本社会 ・日本人 との交流』『経済的理由』『心理的満足』『消極的理由』の
10
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4因 子が得 られた。その中で、『日本社会 ・日本人 との交流』を目的としてアルバイ ト
に従事することが最も多いことが示された。中国の経済発展 とともに、アルバイ トに
従事する中国人学生の割合が少なくなっているが、本研究の調査対象者は、 日本社会
との接触や 日本人 との交流などの社会的動機づけを持ってアルバイ トに従事する傾向
が強いことが明らかになった。また、中国人 日本語学校生のアルバイ トの肯定感 とし
て、『日本人の職務態度への学び』『将来のキャリアへの認識』『日本語能力の向上』『金
銭の獲得』『ネ ットワークの構築』『学業へのポジティブな姿勢の獲得』の6因 子が得
られた。その中で、アルバイ トを通して 「日本語能力が向上」 したことを最も肯定的
に捉えていることが示された。 日本語学校での主な学習内容は日本語の習得であり、
学校で学んだ日本語をアルバイ ト先で使用することができるため、 日本語能力が向上





多くの中国人 日本語学校生は日本で学業を終え、将来的には、中国や 日本 と関わ りの
ある会社に就職 したいと希望 していることが明 らかになった。
次に、重回帰分析の結果を中心に考察を行 う。第一に、アルバイ トの目的が 『日本
社会 ・日本人 との交流』の場合、アルバイ トを通 して獲得 した 『日本人の職務態度へ
の学び』『日本語能力の向上』『金銭の獲得』を肯定的に捉えていることが示 された。
その中で、『日本語能力の向上』を認識する傾向が最も強く 匪.572,〆.001)、 アルバ
イ ト先の 日本人 との交流を通 して、 日本語能力が向上したと認識す る様子が窺えた。
中国人女子大学生 ・大学院生を対象にした先行研究(黄,2015)で は、中国人女子私費
留学生はアルバイ ト先での日本語は決まった言葉が多く、そこで学んだ日本語は大学
キャンパス内の学生 との交流や 日常生活で話す 日本語にはあま り役に立たないと認識




第二に、アルバイ トの目的が 『心理的満足』の場合、アルバイ トを通 して得た 『日
本人の職務態度への学び』『将来のキャ リアへの認識』『ネ ットワークの構築』を肯定
的に捉 える傾向が見 られた。その中で、特に、『将来のキャリアへの認識』を肯定的に









第三に、将来のキャリア意識が 『日本での就職志向』の場合、アルバイ トを通 して
得た 『将来のキャリアへの認識』『日本語能力の向上』『学業へのポジティブな姿勢の
獲得』を肯定的に評価 していることが明らかになった。その中で、特に、『学業へのポ





向が高い中国人 日本語学校生はアルバイ トの経験が将来の仕事に有利だと考え、 日本
語能力の向上や専門知識などを取得するために学業に対する態度がポジティブになっ
たことを肯定的に評価 していると考えられる。
以上のように、本研究ではアルバイ トの 目的について、『日本社会 ・日本人 との交流』
『心理的満足』 とい う社会的動機や内発的動機を持つ場合、アルバイ トを通 して様々
な内容の肯定感を認識することがわかった。自己決定程度の高い動機づけを持つほど、
質の高い学習につながる(Grolnick&Ryan,1987)た め、本研究においても内発的動機
や社会的動機を持ってアルバイ トに従事する場合、アルバイ トを通 して日本人の職 務
態度にっいて学んだことや将来のキャリアについて考えるようになったこと、 日本語
能力が向上したことなどを肯定的に捉える様子が窺えた。また、将来のキャリア意識
について、『日本での就職志向』を持つ場 合、アルバイ トを通 して自分 自身が獲得 した
と認識する肯定的側面が多かった。中国人 日本語学校生の将来のキャリア意識が 日本
語能力の向上や学業へのポジティブな態度に正の影響を与えていることが示 された。
本研究の意義は、中国人 日本語学校生を対象に日本社会 との関わ りが強いアルバイ
ト活動に焦点を当て、アルバイ トの目的やアルバイ トの肯定感について詳細に分析を








中国人 日本語学校生 と大学や大学院などの高等教育機関に在籍 している中国人私費留
学生との比較 ・検討 を行いたい。また、アルバイ トの内容や職場に対するコミッ トメ
ン ト、アルバイ トに従事する時間数などがアルバイ トの肯定感に及ぼす影響について
より詳細に検討 したい。
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